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項　　目 公　　　　　　式 備　　　　　　　　　　　　考 

設 計 動 力  

過 負 荷 係 数  

伝 動 容 量  

補 正 伝 動 容 量  

回 転 比  

概略ベルト長さ 

ベ ル ト 長 さ  

軸 間 距 離  

接 触 角 度  

ベルト掛け本数 

Pd：設計動力（kW） 

Pt ：伝動動力（kW） 

Ks：過負荷係数 

Ks：過負荷係数 

Ko：負荷補正係数 

Ki ：アイドラ補正係数 

Ke：環境補正係数 

Pr：伝動容量（kW） 

Ps：基準伝動容量（kW） 

Pa：回転比による付加伝動容量（kW） 

SR：回転比 

nd：小プーリ回転数（rpm） 

nD：大プーリ回転数（rpm） 

Dp：大プーリピッチ径（mm） 

L'e：概略ベルト有効周長（mm） 

C' ：暫定軸間距離（mm） 

De：大プーリ有効径（mm） 

de：小プーリ有効径（mm） 

Le：ベルト有効周長（mm） 

C ：軸間距離（mm） 

De：大プーリ有効径（mm） 

de：小プーリ有効径（mm） 

C ：軸間距離（mm） 

De：大プーリ有効径（mm） 

de：小プーリ有効径（mm） 

Le：ベルト有効周長（mm） 

θ：小プーリ接触角（°） 

De：大プーリ有効径（mm） 

de：小プーリ有効径（mm） 

C ：軸間距離（mm） 

nb：ベルト掛け本数 

Pd：設計動力（kW） 

Pc：補正伝動容量（kW） 

Pd＝Pt×Ks

Ks＝Ko＋Ki＋Ke

Pr＝Ps＋Pa

Pc＝Pr×KR×Kθ 
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dp：小プーリピッチ径（mm）

 

 

 

 

 

 

 

π：3.1416 

 

 

 

π：3.1416

Pc：補正伝動容量（kW） 

Pr：伝動容量（kW） 

K ：長さ補正係数 

Kθ：接触角補正係数 

伝動設計に用いる公式一覧表


